
小金井市長　西岡真一郎様

新福紐会館建設に関する要望書

6月定例会中の全員協議会、さらに7月11日開催の全員協議会で新庁舎と共占

めようとしている薪福祉会館の硯要がようやく見えてきました。しかし、この間0

はいつかの問題点が見受けられますので、ここに下記のように要望をすると共に、

会質疑での審議に足り得る説明を切に求めるものです。

1．当初、旧福祉会館に入っていた機能を中心に建て替えが考えられ、福祉共同作業所、社

会福祉協議会を残し、長い間事務所の狭さが課題だった小金井市精神障害者生活支援センタ
ー「そら」や、シルバー人材センターの事務局を入れる予定だった。しかし、西岡市長が昨

年10月に「ゼロベース宣言」をしてから、新福祉会館に入れる機能に関し、考え方を大幅

に変更したことにより、新福祉会館建設の目的は大きく変わったにもかかわらず、多くめ市

民はこの方針変更を知らない。市民参加条例4条では市の責務として説明責任を掲げ、市の

意思決定の前に市民にわかりやすく十分に説明する義務を負うとされていることからも、広

く市民に対し丁寧に説明すべきである。

2．蛇の目跡地の利用に関してはリサイクル関連施設の在り方が大きく影響するが、当該施

設について移設の方針は示されているものの、その具体的な内容や時期について全く見通し

が立っていない。また、リサイクル関連施設を残したまま同敷地に新庁舎と薪福祉会館を建

設することに支障（建築物の設計などを含めて）がないか等について、市側からは専門家を

入れての検討が必要であるとの答弁しかなされておらず、将来にわたって長く活用できる建

築物になるか疑問が残る。これらは新福祉会館の建設場所を決定するうえで必須の検討要素

であるので、早期に明らかにすることを求める。

3．今考えられている薪福祉会館には、かつてあった福祉共同作業所は入らない。また、当

初予定されていた「そら」やシルバー人材センターも悠々クラブ連合会事務局も入らないと

されている。高齢者対策、また障害者施策の推進のためだけでなく、市として当該団体には

大変失礼な対応をとっていることを考えると、きちんと代替案を示すべきである。障寧者差

別解消条例を作るという市の姿勢から考えても早急に対応策を示すことを強く要望する。
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